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縦
帯
２
（
陰
刻
）

　
鐘
楼
堂
施
主
　
　
補
山
道
佐
庵
主

　
椎
名
町
之
往
人
　
慶
徳
屋
藤
右
衛
門
再
建

　

縦
帯
２
に
は
、
鐘し

ょ
う
ろ
う
ど
う

楼
堂
の
施
主
で
あ
る
補
山
道
佐
庵
主
と
、

再
建
し
た
椎
名
町
の
慶
徳
屋
藤
右
衛
門
が
併
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
慶
徳
屋
と
い
う
の
は
、
江
戸
期
か
ら
明
治
期
に
か
け
て

の
豪
商
で
す
。
江
戸
幕
府
の
御
三
卿
の
一
つ
で
あ
る
清
水
徳

川
家
の
用
人
で
あ
っ
た
村
尾
正
靖
が
江
戸
附
近
の
名
所
旧
跡

を
探
訪
し
て
ま
と
め
た
『
嘉
陵
紀
行
』
に
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
、
そ
の
知
名
度
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
『
嘉
陵
紀
行
』
の
「
上
高
田
、
氷
川
の
社
」
の
項
に
、

　
椎
名
町
の
入
口
一
豪
家
あ
り
、
慶
徳
屋
と
名
づ
く
、

　
こ
の
地
に
久
し
き
も
の
也
と
ぞ
、
穀
物
を
あ
き
な
ふ

と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、同
じ
く「
石
神
井
の
道
く
さ
」

の
項
に
、

　
椎
名
町
慶
徳
屋
が
少
し
先
に
岐
路
有
、

　
北
に
行
ば
、
上
板
橋
に
出
、
こ
こ
よ
り
西
に
行
け
ば
…
…

と
道
し
る
べ
の
起
点
と
し
て
案
内
さ
れ
て
い
ま
す
。
慶
徳
屋

秋
彼
岸
中
日
法
要
「
修
証
義
奉
読
会
」
の
お
知
ら
せ

　

九
月
二
十
三
日
（
金
）
秋
分
の
日

　
　

十
一
時　

受
付
始
ま
り

　
　

十
三
時　

法
要

活
け
花
に
つ
い
て

　

華
道
家
の
宮
腰
あ
ゆ
み
先
生
に
活

け
花
を
お
願
い
す
る
事
と
な
り
ま
し

た
。
玄
関
、
書
院
、
本
堂
に
活
け
て

い
た
だ
き
ま
す
。
お
参
り
の
際
は
ぜ

ひ
、美
し
い
花
々
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

成
願
寺
の
梵
鐘
に
つ
い
て
（
中
編
）
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は
成
願
寺
の
檀
家
だ
っ
た
と
い
う
記
録
は
な
く
、
ど
う
い
う

経
緯
で
鐘
楼
堂
の
施
主
に
名
を
連
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か

は
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

池
の
間
２
に
は
梵
鐘
（
新
）
の
由
緒
書
き
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

池
の
間
２
（
陰
刻
）

鐘
之
於
二

釈
門
一

。
古
佛
法
器
。
娑
婆
教
体
。
其
益
非
二

小

少
一

矣
。
／
武
州
多
麻
郡
中
野
荘
多
寶
山
成
願
寺
者
。
当
人

皇
一
百
三
代
／
後
花
園
帝
永
享
十
年
戊
午
之
歳
。
有
二

鈴
木

九
郎
法
名
正
蓮
／
居
士
一

。
為
二

功
徳
主
一

創
二

寺
基
一

。
自

二

其
簣
始
一

迄
二

今
延
享
丁
卯
一

／
実
三
百
九
年
矣
。
文
明
丙

申
。
請
二

舂
屋
四
葉
嫡
孫
川
庵
宗
鼎
／
禅
師
一

。
為
二

始
祖

一

。
聨
芳
綿
綿
。
直
至
レ

今
不
レ

衰
。
只
恨
宝
鐘
歴
レ

稔
毀
矣
。

／
茲
歳
山
主
声
覚
聞
公
旌
二

一
段
丹
沈
一

。
鋳
二

華
鯨
一
口
一

掛
レ

堂
。
以
備
二

／
晨
昏
一

。
遂
問
二

於
銘
嶺
南
叟
一

。
叟
為
レ

銘
曰
。

山
称
二

多
寳
一

。
三
宝
常
豊
。
寺
名
二

成
願
一

。
願
無
レ

不
レ

充
。

／
法
器
重
修
。
警
二

覚
昏
蒙
一

。
娑
婆
教
体
。
音
門
尤
雄
。

／
無
情
説
法
。
考
撃
起
レ

聴
。
吼
二

武
野
月
一

。
殷
東
海
風
。

／
以
弼
二

大
化
一

。
永
鎮
二

梵
宮
一

。

　
意
訳
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

仏
門
に
お
い
て
鐘
は
古
く
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
仏
の
宝
器

で
あ
る
。
庶
民
に
対
す
る
教
え
の
効
果
は
、
決
し
て
少
な
く

は
な
い
。

　

武
蔵
国
多
摩
郡
中
野
の
多
寶
山
成
願
寺
は
、
後
花
園
天
皇

の
代
、
永
享
十
年

戊
午（
一
四
三
八
）

の
年
、
鈴
木
九

郎
法
名
正
蓮
居
士

と
い
う
者
が
い

た
。
三
宝
（
仏
法

僧
）
に
供
養
す
る

た
め
、
寺
の
基
礎

を
作
っ
た
。
そ
の

時
か
ら
現
在
の

延
享
四
年
丁
卯

（
一
七
四
七
）
ま

で
三
百
九
年
が

経
っ
た
。

　

文
明
八
年
丙
申

（
一
四
七
六
）、
舂



3

屋
宗
能
禅
師
か
ら
四
代
目
の
嫡
孫
川
庵
宗
鼎
禅
師
を
お
招
き

し
て
初
代
住
職
と
し
た
。
以
来
営
々
と
今
に
到
る
ま
で
衰
え

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
だ
残
念
な
こ
と
に
長
い
年
月
の
内

に
梵
鐘
（
旧
）
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
真
心
の
深
さ
も
あ

き
ら
か
な
声
覚
了
聞
師
が
十
二
世
住
職
の
年
、
梵
鐘
を
新
た

に
鋳
り
て
鐘
楼
堂
に
安
置
し
た
。
こ
う
し
て
朝
夕
の
時
報
に

備
え
た
。
さ
ら
に
長
老
に
銘
の
文
を
請
う
た
。
長
老
が
以
下

の
よ
う
な
銘
を
作
っ
た
。

山
号
を
多
寳
山
と
称
し
て
仏
法
僧
を
敬
い
、
寺
号
を
成
願

寺
と
名
付
け
願
い
が
満
た
さ
れ
な
い
こ
と
は
な
い
。
梵
鐘

を
新
た
に
作
っ
て
人
々
の
迷
い
を
覚
ま
さ
せ
、
世
の
中
に

教
え
を
広
め
、
梵
鐘
の
雄
々
し
く
鳴
っ
て
、
仏
法
（
真
理
）

を
説
く
。そ
の
音
武
蔵
野
の
野
に
響
き
、東
海
に
響
き
渡
り
、

大
い
な
る
教
化
を
助
け
、
永
く
寺
院
を
守
る
。

縦
帯
３
撞
坐
（
陽
鋳
）

　
施
主
淀
橋
町

　
井
元
次
郎
兵
衛
恭
義

　

縦
帯
１
の
真
裏
に
陽
鋳
さ
れ
て
お
り
、
施
主
の
貢
献
度
の

深
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
淀
橋
町
（
旧
中
野
村
小
字
淀
橋
、

現
在
の
中
野
坂
下
、
旧
本
町
通
一
丁
目
）
井
元
次
郎
兵
衛
恭
義

に
よ
っ
て
寄
進
さ
れ
た
も
の
で
す
。

池
の
間
３
（
陽
鋳
）

　
武
蔵
国
多
麻
郡
江
府
之
城
西
中
野

　
　
　
多
寳
山
成
願
禅
寺

　
　
　
十
二
世
聲
覺
了
聞
叟
代

　
延
享
四
丁
卯
年
九
月
吉
日

　

池
の
間
１
に
も
記
し
た
よ
う
に
、

延
享
四
丁
（
一
七
四
七
）
に
は
多
寳

山
成
願
寺
が
正
式
名
称
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

縦
帯
４
（
陰
刻
）

　
鋳
物
師
神
田
之
住
　
小
幡
内
匠
藤
原
勝
行
作

　

縦
帯
４
の
銘
に
、
こ
の
梵
鐘
を
作
成
し
た
鋳い

も

じ
物
師
の
名
前

が
「
鋳
物
師
神
田
之
住　

小お

幡ば
た

内た
く
み匠
藤
原
勝
行
作
」
と
陰
刻

さ
れ
て
い
ま
す
。
小
幡
内
匠
藤
原
勝
行
作
に
つ
い
て
は
、
次

ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

池
の
間
４
（
陰
刻
）

【
二
段
目
】

涼
清
院
風
窓
浄
薫
信
士
／
仲
岸
院
□
山
宗
玄
信
士
／
一
翁
元
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佐
野
天
明
の
鋳
物
は
、
天
慶
二
年
（
九
三
九
）
に
、
平
将

門
を
討
っ
た
こ
と
で
有
名
な
藤
原
秀
郷
が
、
河
内
国
丹
南
郡

か
ら
鋳
物
師
を
連
れ
て
き
て
、
武
器
な
ど
を
作
ら
せ
た
と
い

う
古
い
歴
史
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

佐
野
天
明
か
ら
来
た
六
人
の
鋳
物
師
た
ち
は
神
田
に
作
業

場
を
構
え
、
や
が
て
鍋
町
、
鍛
冶
町
と
い
う
町
名
が
生
ま
れ

ま
し
た
。
六
人
の
鋳
物
師
の
子
孫
に
、
椎
名
伊
予
守
、
小
沼

播
磨
守
、
小
沼
八
郎
兵
衛
、
長
谷
川
庄
左
衛
門
等
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
を
通
じ
て
活
躍
し
た
鋳
物
師
は
、
ほ

と
ん
ど
神
田
に
住
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

成
願
寺
の
鐘
を
製
作
し
た
小
幡
内
匠
藤
原
勝
行
も
神
田
鍋

町
に
仕
事
場
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
粉
川
丹
後
守
、
西
村
和
泉
守
、
太
田
近
江
大
掾

等
、
五
十
数
名
の
名
前
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
、
江

戸
の
開
発
が
落
ち
着
い
た
頃
か
ら
京
都
や
近
江
、
紀
州
他
各

地
か
ら
集
ま
っ
て
き
た
鋳
物
師
達
も
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。神
田
に
住
せ
ず
独
自
に
活
躍
し
て
い
る
鋳
物
師
の
グ
ル
ー

プ
も
あ
り
ま
し
た
。
宇
多
川
を
名
乗
る
グ
ル
ー
プ
や
田
中
丹

波
守
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

江
戸
時
代
初
期
は
、
築
城
用
の
金
物
や
釜
・
鍋
・
鏡
等
の

必
需
品
が
中
心
で
し
た
が
、
や
が
て
寺
院
や
神
社
の
鰐
口
や

欄
干
を
飾
る
擬
宝
珠
や
将
軍
の
廟
所
な
ど
に
寄
進
す
る
銅
燈

水
信
士
／
臨
誉
妙
終
信
女
／
露
山
浄
白
信
士
／
賀
岩
栄
春
信

女
／
桃
元
□
花
信
女
／
智
明
禅
童
女
／
智
岳
清
印
法
尼

【
三
段
目
】

心
窓
寿
法
大
姉
／
英
嶽
隨
信
□
庵
／
泰
宗
良
霊
居
士
／
大

心
白
仙
禅
定
門
／
保
岩
貞
寿
禅
定
尼
／
菊
芳
常
月
信
士
／

久
空
妙
昌
信
女
／
心
誉
即
生
是
一
信
士
／
法
照
院
慈
観
信

士
／
白
雲
妙
圭
信
女
／
栄
岳
宗
功
信
士
／
呉
峯
宗
雪
信
士

／
曹
室
妙
渓
信
女
／
寿
山
宗
永
信
女
／
沢
峯
寿
慶
信
士
／

即
厳
是
空
居
士
／
風
室
貞
春
大
姉

　

一
段
目
が
あ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前
号
で
紹
介
し
た
池

の
間
１
の
続
き
の
戒
名
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
江
戸
の
鋳
物
師

　

縦
帯
４
に
彫
ら
れ
て
い
た
「
鋳
物
師
神
田
之
住　

小
幡
内
匠

藤
原
勝
行
作
」
に
つ
い
て
詳
し
く
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

江
戸
の
鋳
物
は
、
徳
川
家
康
が
入
府
の
時
に
築
城
用
の
金

物
や
寺
院
の
梵
鐘
や
灯
籠
、
擬
宝
珠
、
そ
の
他
生
活
必
需
品

の
鍋
、
鍬
な
ど
の
農
具
、
茶
の
湯
釜
な
ど
を
造
ら
せ
る
た
め

に
下
野
国
佐
野
天
明
（
栃
木
県
佐
野
市
）
か
ら
六
人
の
鋳
物

師
を
招
聘
し
た
こ
と
か
ら
本
格
的
に
始
ま
り
ま
す
。
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玄
信
寺　
浄
土
宗　
深
川　
　
　
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）

長
圓
寺　
浄
土
宗　
下
高
輪　
　
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）

寿
昌
寺　
臨
済
宗　
大
崎　
　
　
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）

　
〃　
　
　
〃　
　
　
　
　
　
　
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）

霊
厳
寺　
浄
土
宗　
深
川　
　
　
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）

瑞
聖
寺　
黄
檗
宗　
白
金　
　
　
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）

成
願
寺
　
曹
洞
宗
　
中
野
　
　
　
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）

長
源
寺　
一
向
宗　
駒
込　
　
　
寛
延
四
年
（
一
七
五
一
）

無
量
院　
浄
土
宗　
小
石
川　
　
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）

聖
輪
寺　
真
言
宗　
千
駄
ヶ
谷　
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）

教
善
寺　
浄
土
宗　
麻
布　
　
　
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）

理
性
寺　
日
蓮
宗　
四
ツ
谷　
　
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）

　
何
れ
も
錚
々
た
る
寺
院
で
す
。

　

五
十
七
年
間
の
活
動
歴
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
八
十
歳

く
ら
い
の
長
寿
で
あ
れ
ば
、
一
代
で
な
し
た
業
績
と
も
思
え

ま
す
が
、
小
幡
内
匠
の
名
前
を
引
き
継
い
で
親
子
二
代
で
の

業
績
だ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
成
願
寺
の
梵
鐘
を
製
作

し
た
の
は
、
芝
増
上
寺
へ
奉
納
し
た
銅
燈
台
一
対
、
正
徳
二

年
（
一
七
一
二
）
か
ら
三
十
五
年
後
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

二
代
目
の
作
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　
（
以
下
次
号
）

台
な
ど
も
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
徐
々
に
梵
鐘
も
多
く
作

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
梵
鐘
が
多
く
作
ら
れ
始

め
た
の
は
、
一
六
六
〇
年
代
頃
か
ら
で
、
一
七
〇
〇
年
頃
か

ら
数
十
年
間
が
ピ
ー
ク
で
あ
り
、
一
七
七
〇
年
頃
か
ら
少
し

ず
つ
終
熄
し
て
、
天
水
桶
や
香
炉
・
銅
仏
の
製
作
や
、
地
方

寺
院
の
梵
鐘
製
作
へ
と
変
遷
し
て
い
く
流
れ
が
観
察
さ
れ
ま

す
。

　
鋳
物
師
・
小
幡
内
匠
藤
原
勝
行

　

工
芸
家
と
し
て
初
の
文
化
勲
章
を
受
章
し
た
鋳
金
工
芸
作

家
・
香
取
秀ほ

つ

真ま

（
一
八
七
四
〜
一
九
五
四
）
の
研
究
に
よ
る

と
、
小
幡
内
匠
は
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
か
ら
明
和
六
年

（
一
七
六
九
）
ま
で
の
五
十
七
年
間
で
三
十
九
件
の
作
品
を
残

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
の
う
ち
、
主
立
っ
た
寺
院
の
一
覧

を
ま
と
め
て
み
ま
す
。

増
上
寺　
浄
土
宗　
芝　
　
　
　
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）

功
運
寺　
曹
洞
宗　
三
田　
　
　
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）

西
方
寺　
浄
土
宗　
四
ツ
谷　
　
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）

長
昌
寺　
日
蓮
宗　
浅
草　
　
　
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）

長
善
寺　
曹
洞
宗　
四
ツ
谷　
　
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）

崇
禅
寺　
臨
済
宗　
群
馬
県　
　
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
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中
野
た
か
ら
幼
稚
園
卒
園
遠
足
の
報
告

　

去
る
三
月
七
日
（
月
）、
年
長
さ
ん
の
卒
園
遠
足
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
三
年
ぶ
り
に
大
本
山
總
持
寺
を
参
拝
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

普
段
よ
り
早
め
に
登
園
し
た
年
長
さ
ん
。
ク
ラ
ス
ご
と
に

大
型
バ
ス
二
台
に
乗
り
込
む
と
、
見
送
り
の
ご
父
母
に
手
を

振
っ
て
出
発
。
山
手
ト
ン
ネ
ル
か
ら
一
路
、
鶴
見
の
總
持
寺

を
目
指
し
ま
す
。
車
内
で
は
ク
イ
ズ
を
楽
し
ん
だ
り
、
東
海

道
新
幹
線
の
車
両
基
地
や
、
羽
田
空
港
を
車
窓
に
眺
め
て
、

一
時
間
ほ
ど
で
到
着
し
ま
し
た
。

　

総
受
付
・
香

こ
う
し
ゃ
く
だ
い

積
台
の
目
の
前
で
バ
ス
を
降
り
る
と
、知し

か客
（
受

付
）
の
大
庭
淳
亮
老
師
が
出
迎
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

案
内
し
て
く
だ
さ
る
雲
水
さ
ん
（
修
行
僧
）
に
導
か
れ
て
、

お
し
ゃ
べ
り
せ
ず
に
二
列
で
長
い
廊
下
を
進
み
ま
す
。
最
初

に
ご
案
内
い
た
だ
い
た
の
は
、
た
た
み
千
畳
敷
の
広
さ
を
誇

る
大だ

い

祖そ

堂ど
う

（
本
堂
）
で
、
い
つ
も
の
よ
う
に
、
三
本
の
指
で

お
香
を
つ
ま
み
、
お
焼
香
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
ご
案
内
い
た
だ
い
た
の
は
、
大だ

い
そ
う
ど
う

僧
堂
。
雲
水
さ
ん

た
ち
が
坐
禅
を
組
み
、食
事
を
い
た
だ
き
、就
寝
す
る
お
堂
で
、

修
行
生
活
の
中
心
と
な
る
場
で
す
。
普
段
は
拝
見
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
特
別
に
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

場
所
を
衆

し
ゅ
り
ょ
う寮
に
移
す
と
、
い
よ
い
よ
坐
禅
修
行
で
す
。
い

つ
も
成
願
寺
の
本
堂
で
し
て
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
で
は
単た

ん

と

い
う
一
段
高
く
な
っ
た
と
こ
ろ
に
坐
り
ま
す
。
参
禅
室
長
の

花
和
浩
明
老
師
に
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
周
り
を
気

に
す
る
子
も
い
ま
し
た
が
、
作
法
に
則
り
坐
っ
て
い
る
う
ち

お焼香をして合掌

主事先生も子どもたちもがんばりました。

大僧堂のなかを見学

心静かに坐る子どもたち
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に
、
い
つ
も
の
よ
う
に
集
中
し
て
坐
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

次
は
百

ひ
ゃ
っ
け
ん
ろ
う

間
廊
下
の
お
掃
除
で
す
。
禅
宗
で
は
お
掃
除
も
立

派
な
修
行
の
一
つ
。
長
さ
百
六
十
四
メ
ー
ト
ル
と
い
う
長
い

長
い
廊
下
を
、
端
か
ら
端
ま
で
ぴ
か
ぴ
か
に
な
る
よ
う
に
雑

巾
が
け
を
し
ま
し
た
。

　

広
い
和
室
を
お
借
り
し
て
、ご
父
母
が
持
た
せ
て
く
だ
さ
っ

た
お
弁
当
を
い
た
だ
き
ま
す
。
食
事
の
心
得
「
五ご

観か
ん

の
偈げ

」

を
元
気
い
っ
ぱ
い
に
お
唱
え
し
て
「
い
た
だ
き
ま
す
！
」。

　

最
後
に
渡
辺
啓
司
監
院
老
師
が
、「
今
日
は
坐
禅
も
お
掃
除

も
と
っ
て
も
よ
く
が
ん
ば
り
ま
し
た
ね
」
と
、
み
ん
な
を
褒

め
に
き
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

大
祖
堂
の
前
で
記
念
撮
影
を
済
ま
せ
て
、
幼
稚
園
へ
の
帰

路
に
つ
き
ま
し
た
。

渡辺啓司監院老師

總持寺にて修行中の、主事先生と智子先生
の子息、尭成さんが会いにきてくれました。

人
生
百
歳
時
代
。

「Successful Aging

」を
目
指
す
に
は
、ど
う
生
き
れ
ば
良
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
医
学
博
士
　
井
上
肇

　
去
る
、
四
月
十
六
日
（
土
）、
旧
幼
稚
園
に
お
い
て
元
聖
路

加
国
際
病
院
整
形
外
科
部
長
・
リ
ハ
ビ
リ
科
部
長
で
医
学
博

士
の
井
上
肇
先
生
が
講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。
檀
信
徒
の
皆
さ

ま
に
も
参
考
に
な
る
お
話
で
し
た
の
で
、
季
報
向
け
に
ご
寄

稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

人
間
誰
で
も
老
化
し
、
そ
し
て
死
を
迎
え
ま
す
。
し
か
し

老
化
に
も
「
質
」
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
は
「
百
歳
時
代
」
と
喧
伝
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

内
容
は
満
足
で
き
る
も
の
で
し
ょ
う
か
？　
「
質
の
高
い
高

齢
期
」
を
迎
え
る
に
は
、
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
？　

そ
の

答
え
が
、「
百
歳
時
代
」

に
向
け
て
の
「
意
識
武

装
」「
知
識
武
装
」「
技

術
武
装
」
で
す
。

　

な
お
、
本
稿
は
今
号
・

次
号
の
二
部
に
分
か
れ

て
お
り
ま
す
。
次
稿
は

井上肇先生
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③
の
認
知
症
患
者
の
「
行
方
不
明
の
金
融
資
産
」
は
、
国

家
予
算
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
と
い
う
恐
ろ
し
い
現
実
で

す
。
決
し
て
質
の
高
い
高
齢
期
と
は
言
え
な
い
状
況
で
す
。

　

⑤
は
年
間
国
民
医
療
費
で
す
。
国
家
予
算
と
比
べ
て
下
さ

い
。
こ
ん
な
状
態
は
持
続
可
能
と
は
と
て
も
言
え
ま
せ
ん
。

　

⑥
の
九
十
四
万
円
は
、
七
十
五
歳
以
上
の
一
人
当
た
り
の

年
間
医
療
費
。
二
十
二
万
円
は
、
七
十
四
歳
以
下
の
一
人
当

た
り
の
年
間
医
療
費
で
す
。
最
後
の
十
年
間
で
莫
大
な
医
療

費
を
消
費
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

⑦
は
年
間
総
介
護
費
、
二
十
年
間
で
三
倍
に
膨
張
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
急
速
膨
張
し
ま
す
。

　

次
に
円
グ
ラ
フ
を
見
て
下
さ
い
。
何
の
グ
ラ
フ
で
し
ょ
う

か
？　

そ
う
で
す
。
要
支
援
・
介
護
に
な
る
原
因
を
示
し
た

も
の
で
す
。
運
動
器
障
害
（
整
形
外
科
）
＋
脳
血
管
障
害
＋

認
知
症
が
全
体
の
六
割
を
占
め
て
い
る
と
言
う
事
が
分
り
ま

す
。
こ
の
事
は
同
時
に
日
本
の
国
民
皆
保
険
制
度
・
介
護
保

険
制
度
を
財
政
面
か
ら
破
壊
す
る
事
を
意
味
し
ま
す
。

　

こ
の
度
成
願
寺
小
林
貢
人
方
丈
が
成
願
寺
季
報
へ
の
投
稿

の
機
会
を
与
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
読
者
の
方
は
ま
ず
こ
の

日
本
の
現
状
を
認
識
し
た
う
え
で
以
下
の
文
章
を
お
読
み
頂

き
た
く
存
じ
ま
す
。

「
な
ぜ
健
康
格
差
が
生
ま
れ
る
か
？
」
等
、
よ
り
具
体
的
な
話

に
な
り
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、ま
ず
こ
の
数
字
を
見
て
下
さ
い
。
何
の
数
字
で
し
ょ

う
か
？

①
男
性
九
年
・
女
性
十
二
年

②
六
百
万
人

③
百
四
十
三
兆
円

④
百
七
兆
円

⑤
四
十
三
兆
円

⑥
九
十
四
万
円
と
二
十
二
万
円

⑦
十
一
兆
円

　

正
解
は
、

①
死
亡
す
る
前
に
要
支
援
・
介
護
状
態
に
な
る
期
間
の
平
均
値
。

②
認
知
症
者
の
数
。

③
金
銭
管
理
が
出
来
な
く
な
っ
た
認
知
症
者
の
金
融
資
産
。

④
国
家
予
算
（
二
〇
二
二
年
度
）。

　

特
に
①
で
す
が
、
こ
れ
は
「
平
均
値
」
で
す
。
つ
ま
り
読

者
の
方
々
が
今
普
通
の
生
活
を
し
て
い
れ
ば
皆
さ
ん
は
亡
く

な
る
前
の
約
十
年
間
は
自
立
出
来
な
い
状
態
に
な
る
と
い
う

事
実
で
す
。
他
人
ご
と
で
は
な
い
の
で
す
。
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本
文
の
内
容
は
、
自
己
紹
介
と
、

①
両
手
の
会
の
紹
介

②
老
化
に
も
質
が
あ
る
。
人
生
百
歳
時
代
の
明
暗

③
百
歳
時
代
へ
の「
技
術
武
装
」。
何
故「
両
手
書
き
」な
の
か
？

④
両
手
書
き
訓
練
法

⑤
百
歳
時
代
へ
の
「
意
識
武
装
」

⑥
百
歳
時
代
へ
の
「
知
識
武
装
」

⑦
今
後
の
展
望
と
夢

　

で
す
。
以
下
、
本
文
で
は
「
利
き
手
は
右
手
」
と
言
う
前

提
で
話
を
進
め
ま
す
。

関節疾患
11.0％

高齢による
13.9％

認知症
16.4％

骨折・転倒
12.2％
脳血管疾患
（脳卒中）
17.2％

心疾患
（心臓病）
4.7％

その他・不明
不詳
24.6％

整形外科的
　　疾患

65 歳以上で介護が必要となった主な原因
出典：厚生労働省「国民生活基礎調査」（平成 25 年）

　

さ
て
、
筆
者
は
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
東
京
世
田
谷
生

ま
れ
。
男
ば
か
り
の
五
人
兄
弟
の
末
っ
子
で
す
。
疎
開
を
せ

ず
東
京
に
留
ま
っ
た
の
で
空
襲
を
最
初
か
ら
最
後
ま
で
こ
の

目
で
見
ま
し
た
。
幸
い
家
は
ギ
リ
ギ
リ
焼
け
な
い
で
済
み
ま

し
た
。
敗
戦
で
五
大
列
強
か
ら
三
等
国
に
な
っ
た
惨
め
さ
も

味
わ
い
ま
し
た
。

　

食
べ
物
は
勿
論
の
事
、
す
べ
て
の
も
の
が
な
く
な
っ
た
辛

さ
も
味
わ
い
ま
し
た
が
、
こ
の
苦
難
が
私
の
成
長
に
大
き
い

力
を
与
え
て
く
れ
た
事
が
今
に
な
っ
て
わ
か
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
将
に
「
苦
難
は
天
か
ら
の
贈
り
物
」
な
の
で
す
。

貧
し
い
戦
後
時
代
の
中
、
医
師
に
な
っ
て
か
ら
幸
い
に
し

て
イ
タ
リ
ア
政
府
の
お
金
で
イ
タ
リ
ア
に
、
そ
の
後
東
京
都

の
お
金
で
ア
メ
リ
カ
に
留
学
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
為
替

が
１
＄
三
百
六
十
円
、
国
外
持
ち
出
し
限
度
額
は
二
万
円
＋

二
百
ド
ル
の
時
代
で
す
。
し
か
し
貧
乏
で
困
れ
ば
よ
そ
の
国

で
も
必
ず
出
会
い
が
あ
る
事
も
学
び
ま
し
た
。

　

今
、
こ
の
年
に
な
っ
て
私
が
一
番
感
謝
し
て
い
る
人
は
私

に
苦
難
を
与
え
て
く
れ
た
人
、
そ
し
て
苦
難
そ
の
も
の
で
す
。

　「
両
手
の
会
」
の
紹
介

　

さ
て
冒
頭
で
述
べ
た
現
状
に
見
ら
れ
る
諸
々
の
「
負
の
現

実
」
を
抑
制
し
、
同
時
に
「
人
生
末
節
十
余
年
の
自
立
不
能
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な
状
況
で
し
た
。

　

脳
血
管
障
害
で
治
療
中
の
患
者
数
は
百
十
五
万
人
で
す

が
、
そ
れ
か
ら
三
十
数
年
た
っ
た
今
で
も
利
き
手
麻
痺
患

者
の
治
療
法
は
進
化
し
て
居
な
い
と
い
う
現
実
を
突
き
つ

け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
放
置
で
き
な
い
。
ブ
レ
ー
ク

ス
ル
ー
的
新
療
法
の
開
発
は
急
務
で
あ
る
。
そ
こ
で
ひ
ら

め
い
た
の
が
「
両
手
使
い
」
で
す
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
の

一
つ
で
す
。

　

こ
れ
が
現
行
治
療
法
に
比
べ
い
か
に
優
れ
て
い
る
か
に

つ
い
て
は
次
稿
で
紹
介
し
ま
す
。

②
中
学
・
高
校
の
同
窓
会
の
席
で
多
く
の
友
人
が
抱
え
て
い

る
「
病
気
の
不
安
」「
健
康
維
持
の
不
安
」「
老
後
生
活
へ

の
不
安
」「
災
害
対
処
の
不
安
」（
将
来
皆
、
災
害
弱
者
に

な
る
）
の
払
拭
。

③
認
知
症
患
者
の
急
増
へ
の
危
機
感
。

④
健
康
保
険
制
度
の
財
政
破
綻
へ
の
危
機
感
。

⑤
国
家
の
衰
退
へ
の
危
機
感
。

● 
会
の
モ
ッ
ト
ー

①
や
っ
た
こ
と
が
無
い
、
だ
か
ら
や
る
。

②
ち
ょ
っ
と
辛
い
、
だ
か
ら
や
る
。

③
総
て
は
元
気
な
内
に
。

生
活
」
の
惨
め
さ
を
避
け
「Successful aging

」
を
実
現
さ

せ
る
原
動
力
に
な
る
事
を
願
っ
て
創
設
し
た
の
が
「
両
手
の

会
」
で
す
。
二
〇
一
六
年
の
事
で
す
。

● 

活
動
内
容

　

健
康
・
病
気
・
災
害
・
外
傷
に
関
す
る
「
知
識
武
装
」「
意

識
武
装
」「
技
術
武
装
」
の
会
得
。
こ
れ
は
結
果
と
し
て
医
療

費
削
減
に
繋
が
り
、
財
政
破
産
寸
前
の
国
民
皆
保
険
制
度
を

す
く
い
ま
す
。

　

こ
の
様
な
話
を
す
る
と
必
ず
反
発
す
る
人
が
居
ま
す
。「
こ

れ
は
老
齢
者
向
け
の
話
だ
。
俺
は
ま
だ
そ
ん
な
じ
ゃ
な
い
」。

し
か
し
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
健
康
維
持
の
た
め
自
分
を

変
化
さ
せ
る
に
は
、
巨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
す
。
元

気
な
内
に
し
か
出
来
な
い
の
で
す
。
気
が
付
い
た
時
は
既
に

会
得
能
力
が
失
せ
て
い
る
事
を
知
っ
て
下
さ
い
。

● 

会
開
設
の
き
っ
か
け

①
開
設
の
き
っ
か
け
は
三
十
年
も
前
で
す
。
脳
梗
塞
な
ど
で

「
利
き
手
機
能
」
を
失
っ
た
場
合
は
、「
反
対
の
手
の
利
き

手
化
訓
練
」
行
う
の
で
す
が
、
こ
れ
が
当
時
の
方
法
で
は

全
く
上
手
く
行
か
な
い
。
努
力
対
効
果
が
極
め
て
低
い
。

患
者
も
作
業
療
法
士
も
こ
ん
な
も
の
だ
と
諦
め
て
い
る
様



11

● 

技
術
武
装
の
具
体
策

①
左
手
で
の
書
字
訓
練
。

②
左
手
に
よ
る
日
常
生
活
動
作
の
訓
練
。

③
左
手
四
十
字
日
記
の
継
続
。
天
気
・
昼
食
の
中
身
・
そ
の

日
の
代
表
的
出
来
事
の
三
点
を
記
録
。

④
会
員
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
義
務
化
（
詳
細
は

後
編
で
）。

　

何
故
こ
れ
ら
が
重
要
な
の
か
？　

も
後
編
で
詳
し
く
解
説

し
ま
す
。

● 

ど
ん
な
人
が
ボ
ケ
や
す
い
か
？

①
新
し
い
試
み
を
敬
遠
す
る
人
。
子
供
は
飛
び
つ
き
ま
す
。

だ
か
ら
成
長
す
る
。

②
「
安
楽
」「
漫
然
」
に
流
れ
る
人
。

③
過
去
に
こ
だ
わ
る
人
。

　

二
〇
一
五
年
の
ボ
ス
ト
ン
大
学
の
研
究
で
も
「
認
知
症
患

者
の
危
険
因
子
」
の
一
番
は
「
低
教
育
」
と
判
明
し
、
生
涯

学
習
を
続
け
る
事
が
重
要
と
結
論
付
け
て
い
ま
す
。
好
奇
心

を
失
わ
な
い
緊
張
感
で
す
。

● 

年
を
取
る
と
や
る
事
が
一
杯

　

両
手
の
会
で
は
「
ボ
ケ
防
止
八
策
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

①
新
し
い
事
を
始
め
る
（
少
し
難
し
い
事
）。

②
毎
日
筋
ト
レ
（
身
の
丈
に
合
っ
た
）
主
に
肩
・
腰
・
膝
の

周
辺
筋
。

③
人
と
接
す
る
。

④
「
両
手
使
い
能
力
」
の
獲
得
。

⑤
完
全
咬
合
で
き
る
歯
の
維
持
（
記
憶
保
持
に
関
係
あ
る
脳

の
「
海
馬
」
部
分
の
刺
激
）。

⑥
視
力
・
聴
力
の
保
全
＝
情
報
収
集
力
の
維
持
。

⑦
規
則
正
し
い
生
活
（
曜
日
認
識
の
タ
ス
ク
）。

⑧
ボ
ケ
る
前
に
始
め
る
。

● 

加
齢
と
言
う
「
未
知
の
世
界
に
ど
う
対
峙
す
る
？
」

①
加
齢
と
言
う
未
知
の
世
界
は
、
好
奇
心
を
以
て
当
た
れ
ば

「
興
味
」
と
な
る
。

②
加
齢
と
言
う
未
知
の
世
界
は
、
恐
怖
心
を
以
て
当
た
れ
ば

「
不
安
」
と
な
る
。

　

好
奇
心
を
失
っ
た
時
、
あ
と
は
老
化
に
ま
っ
し
ぐ
ら
で
す
。

　

老
化
と
は
何
で
し
ょ
う
？　

そ
れ
は
「
過
去
を
捨
て
な
い

事
」
で
す
。
捨
て
な
い
と
新
し
い
出
会
い
は
有
り
ま
せ
ん
。

人
生
に
は
「
過
去
を
捨
て
る
べ
き
時
が
三
回
あ
る
」
の
で
す
。

　

さ
て
今
回
は
ペ
ー
ジ
の
都
合
で
此
処
ま
で
で
す
。
後
編
で
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当
山
住
職
は
日
本
オ
マ
ー
ン
ク
ラ
ブ
（
相
互
理
解
を
深
め

る
た
め
の
友
好
団
体
）
の
会
員
で
、
長
年
に
渡
り
、
オ
マ
ー

ン
留
学
生
と
日
本
の
学
生
の
交
流
の
場
を
提
供
し
た
り
、
お

寺
の
宿
泊
体
験
、
坐
禅
体
験
な
ど
に
協
力
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
日
本
・
オ
マ
ー
ン
外
交
関
係
樹
立
五
十
周
年
に
あ

た
る
こ
と
か
ら
、
オ
マ
ー
ン
・
ス
ル
タ
ン
国
が
特
別
に
用
意

さ
れ
た
記
念
品
を
大
使
自
ら
が
お
届
け
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

大
使
の
車
が
境
内
に
入
る
と
、
中
野
た
か
ら
幼
稚
園
の
子

ど
も
た
ち
と
ご
父
母
、
先
生
方
が
お
手
製
の
国
旗
を
振
っ
て

お
出
迎
え
。
大
使
も
手
を
振
り
返
さ
れ
て
、
親
し
く
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

書
院
で
は
大
使
と
住
職
親
子
三
代
で
歓
談
。
大
使
か
ら「
留

学
生
た
ち
は
成
願
寺
を
日
本

の
も
う
一
つ
の
家
の
よ
う
に

思
っ
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
、

成
願
寺
で
は
じ
め
て
触
れ
た

日
本
の
文
化
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。
彼
ら
も
私
も
、

成
願
寺
の
み
な
さ
ん
の
親
切

に
い
つ
も
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
の
お
言
葉
と
と
も
に
記
念

の
お
品
物
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

◎
オ
マ
ー
ン
・
ス
ル
タ
ン
国
大
使
閣
下
ご
来
山

　

去
る
、
五
月
三
十
一
日
（
火
）、
オ
マ
ー
ン
・
ス
ル
タ
ン
国

特
命
全
権
大
使
モ
ハ
メ
ッ
ド
・
サ
イ
ー
ド
・
ハ
リ
フ
ァ
・
ア
ル
・

ブ
サ
イ
デ
ィ
閣
下
が
来
山
さ
れ
ま
し
た
。

は
「
両
手
使
い
」
方
式
が
ど
の
点
で
現
行
治
療
法
に
勝
っ
て

い
る
の
か
？　
「
両
手
書
き
」
訓
練
の
仕
方
、
何
故
「
書
字
」

な
の
か
？　

の
解
説
、「
意
識
武
装
」「
知
識
武
装
」「
何
故
健

康
格
差
が
生
ま
れ
る
か
？
」
な
ど
、
よ
り
具
体
的
な
話
を
お

伝
え
し
ま
す
。
更
に
近
年
急
速
な
発
展
を
遂
げ
て
い
る
「
遺

伝
子
操
作
」
の
明
暗
に
つ
い
て
お
話
を
進
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　
（
以
下
次
号
）

到着された大使と、元気に歓迎する園児

大使を囲んで記念撮影

歓談の様子（中央が大使）


